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令和４年２月号

西公民館だより

２月の節分は「鬼は外・福は内」と唱えて豆を投

げ、家族の健康やこの年の安寧などを願うのが一般

的な節分の定番とされていましたが、最近は一定の

方角に向かって恵方巻を黙々と食しながら願い事を

(如月) するという節分行事も流行りのようです。

各家庭での節分が何れの取り組みになろうとも、コロナ禍の脅威

からの脱却と収束の願いが叶えられ、この節分を境として何よりも

平穏な暮らしを一日も早く取り戻すとともに心弾むような春のぬく

もりを迎えたいものです。 館 長 志 村 克 美

主 事 津 田 はるみ

文芸作品出展のお願い

地域の皆様が日頃から学習された文芸作品の「展示会」を

今年度末に開催することとなりました。

西公民館の各教室での学習成果をはじめ、地域の皆様が日

頃から手掛けた文芸作品等を発表していただきたいと思いま

すので、大勢の皆様から作品の出展をお願いします。

記

提出期限 令和４年２月２５日まで

連 絡 先 主 事 津 田 はるみ
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